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変化し続けるインフルエンザ  保健衛生係 相澤ちひろ 

インフルエンザにかかったことはありますか？高熱、寒気、全身のだるさ･･･症状がとてもつらいので、一

度かかった人なら、もう二度とかかりたくないと思いますよね。 
 
 
 
  それは、毎年、ウイルスが少しずつ変化しているからです。 

私たちの体には、過去にインフルエンザにかかったという免疫がありますが、インフルエンザウイルスは、

その免疫記憶をすり抜けるように形を変えながら毎年流行しているのです。 
近年、そのインフルエンザウイルスが大きく変化しようとしています。みなさん、 

という言葉を聞いたことがありますか。鳥の間で流行する 

インフルエンザウイルスが、人から人へ次々と感染するように変化して発生する新しい

感染症のことをいいます。 
 

 
 

 
新型インフルエンザが発生するのは、if（起こるかどうか）ではなく、when（いつ起こるか）の問題だと
いわれています。もともとが、鳥のウイルスなので、ほとんどの人がそのウイルスに対して免疫をもってい

ません。そのために流行しやすく、重症化しやすいそうです。厚生労働省によると、日本の全人口の１／４

が感染すると想定されています。 
 
 
 
 

新型インフルエンザにかかると、高齢者よりも１０代、２０代が重症になるそうです。また、通常のイン

フルエンザのような高熱や咳などの症状に加え下痢がおこるといわれ、重症化すると、肺炎や脳炎、心筋炎

などになり、命を落とす危険があると考えられています。 

 
新型インフルエンザが流行して学校が休校になった時には、もちろん外に遊びに

行ってはいけません。予防の基本は、通常のインフルエンザと同様に、人込みへの

外出を控え、手洗い、マスクの着用などで感染の機会を減らすことや、十分な休養

とバランスのよい食事で体力を高めておくことです。 
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でも、なぜ毎年流行するの？去年かかったのに、免疫ができないの？ 

でも、重症になるのは、お年寄りとか、赤ちゃんとかで、 

僕たちみたいな元気な高校生は死ぬことはないよね。 

新型インフルエンザ？聞いたことはあるけど・・・本当に流行するの？ 



生徒の意識実態アンケート結果について 
 いじめ事件が大きな社会問題となり２年が経過しました。しかし、文部科学省による全国調査の報告

を見ると、前年度より少し減少したものの、１０万件をこえるいじめ事件が発生しているとしています。

また、近年は携帯電話のネット機能を使ったものが増加し、学校が認知しているのは氷山の一角にすぎ

ず、ネットいじめの急激な拡大に歯止めがかからないのが実状であると伝えています。 

 本校では、携帯電話の使用マナーとして、次のように注意を呼びかけています。 
 

 

 

  

 

①個人のﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰを傷つけるような使用は犯罪だ。映像ﾃﾞｰﾀやﾒｰﾙなどには細心の注意が必要だ。 

②電話やﾒｰﾙだけでは、自分の考えが正しく伝わらず、誤解によるトラブルが多発している。 

 

 本校では、「いじめは理由の如何を問わず、あってはならぬことである。」との認識に立ち、本校

独自に生徒の意識調査を実施してきました。本年度も２回目の調査を１１月に実施しました。以下に、

その結果の一部を紹介させていただきます。 

 

《まとめ》 

 １ ほとんどの本校生は、良い人間関係の中で生活できているようです。しかし、数名がいじめを受

けていると感じているようです。その生徒は身近にいる信頼できる人に声をかけて、勇気を出して

相談して欲しい。担任、教育相談、生徒指導などの教師は、被害を受けている生徒の立場に立って、

秘密は守りながら、しっかりと厳しく対処します。 

 

 ２ 保護者の皆様は、ご子弟から相談を受たり、変調を感じられたりしたら、早めに、学級担任や教

育相談係など、学校関係者にご相談ください。 

 

 ３ 生徒の皆さんは、うっかりにでも自分自身がいじめの加害者にならないように注意してくださ

い。日頃の仲間づくりのときに、周囲の人に、いやな思いや悲しい思いをさせないよう、自らの言

葉づかいや行動を冷静に判断し、よい仲間作りができるように心がけてください。 



 
 １２月１１日（木）に“第２学期クラスマッチ”が実施され、どの競技も 
熱戦が繰り広げられました。競技種目はサッカー、バスケットボール、卓球 
の３つ。今年の１年生はサッカーが強く、２年生はバスケが強く、３年生は 
最後のクラスマッチということもあり、かなり力が入っていました。結果は 
下のとおりです。２年生の活躍が目立ちました。 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １２月２日（火）、FM香川の放送番組『学校ウォーカー』の 

取材がやってきました。学校紹介をテーマとしており、本校では、 

生徒会、S3課題研究班、ラグビー部、少林寺拳法部、メカトロ 

部が取材を受けました。放送は１２月 

４日、１１日の２回に分けて放送され 

ました。生徒たちは、学校の歴史や特 

色、学校行事、部活動の様子や魅力、 

これからの目標など、様々な質問に答 

えていました。インタビューは終始和 

やかな雰囲気で進み、三豊工業高校の 

良いところをたくさんアピールできま 

した。 

 

 
１２月１１日（木）～１２月１４日（日）の４日間、 

高松市美術館で“第２５回香川県高等学校総合文化祭  

展覧会美術・工芸展”が開催されました。本校の２、 

３年生が芸術の授業で作成した『流木によるオブジェ』、 

『小さな椅子』、『ペーパーナイフ』が出展されました。 

 

総総合合結結果果  
総総合合優優勝勝  
    電電子子科科２２年年  
総総合合準準優優勝勝  
  機機械械科科２２年年  

１２月１１日（水）、『全国高等学校家庭科クラブ連

盟主催第１４回全国高校生クリエイティヴコンテスト』

で本校の１年生が家庭科の授業で作成したタペストリ

ー『被服・食物と漢字のお勉強』が、全国６１１点もの

応募の中から優秀賞を受賞することが決まりました。こ

の賞は文部科学大臣賞に次ぐ第２位に値する賞で、本校

は平成１７年から連続入賞していますが、今回が最高の

成績となりました。 

作品の大きさ １．２ｍ×２．１６ｍ 

三豊工業

高等学校 

各各競競技技結結果果  
 サッカー バスケ 卓球 

優勝 機械科２年 電子科２年 電子科２年

準優勝 機械科１年 電気科２年 電気科２年

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


